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・ 夏の企画展「アニマルランド動物人気投票」
・ ジャガー双子の赤ちゃん誕生
・ 新人飼育員からのあいさつ

かのう



4月から9月
4/6 ジャガー赤ちゃん２頭誕生
4/7 わんぱーくこうちまつりクイズ大会開催
4/29 カブトムシ飼い方教室開催
5/2 高病原性鳥インフルエンザ対策解除

コールダック、バードハウスの展示再開
5/10 シバヤギ「コナツ」来園
5/30 ジャガー赤ちゃん一般公開開始
5/30～6/28 ジャガー赤ちゃん名前投票
6/30 ジャガー命名式「ユウキ」「アイ」
6/25・7/7 ヨーロッパフラミンゴふ化
7/15 カブトムシすもう大会開催
7/20 移動水族館開催
7/25～9/3 夏の企画展「アニマルランド動物人気投票」開催
7/30 サマースクール開催
8/8 「世界猫の日」３園館合同イベント開催
8/22 ヨウム展示開始
9/5～ 動物紹介「ヨウムのはなし」開始
9/15 ミゾゴイ展示開始
9/22 移動動物園開催（＠足摺海洋館「SATOUMI」）

今年も多くの熱戦が繰り広げられ、
大いに盛り上がりました。

足摺海洋館「SATOUMI」から、海のいきもの
がやってきました。

カブトムシの飼い方教室には、
多くの方が参加してくれました。

今年は２羽のヒナが生まれました。

今年生まれたジャガーの赤ちゃんの
名前は、ユウキ（オス）とアイ（メス）に
決定しました。



のできごと

チンパンジーの「タロー」61歳とジャガーの
「ルモ」17歳に敬老のお祝いをしました。

暑い中、飼育体験や工作に取り組みました。

足摺海洋館「SATOUMI」に出張し、動物と
ふれあってもらいました。

ヨウムについて詳しく解説しました。

かのうシバヤギの「コナツ」、ヨウムの
「アルバート」、ミゾゴイの「オミソ」
が新たに仲間入りしました。

わんぱーくこうちは、市所有施設に企業などが有料で
愛称を付けるネーミングライツ（命名権）で「和建設（株）」
と契約をし、10月1日から「和の森わんぱーくこうち」に
なりました。

ネーミングライツ
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展示の様子

第1位に輝いたぶちぽん

人気投票ランキング上位

ぶちぽんへのコメント

けいい

おとず

めずら しきちない りっち

たくさん

アニマルランド動物人気投票
7月25日から今年の夏の企画展として「アニマルランド動物人気投票」を開催しました。今回はそこに

至った経緯と裏側を書いていこうと思います。

夏の企画展は昔からアニマルギャラリー内特別展示場にて期間限定で動物の展示をおこなってきました

例えば夏なのでカブトムシや金魚、他にはトカゲやカエルなども展示することがありました。しかし近年

生体の展示を控えるようになり、生き物を使わないパネルなどの掲示が多くなってきました。そんな中、

5月のGW明けに私用で大阪に行く用事があり、空いた時間で今まで訪れた事のなかった和歌山県に行くこ

とにしました。和歌山の動物園と言えばジャイアントパンダで有名なアドベンチャーワールドがすぐ浮か

びますが、今回見に行ったのは和歌山城公園動物園です。日本でも珍しいお城の敷地内に立地していて、

当園と同じように入園料が無料の小さい動物園ですが、ペンギンやカピバラ、アルパカなど沢山の動物た

ちが展示されており、動物の種名看板の見せ方は非常に参考になりました。また、園内では「マドンナコ

ンテスト」という動物の人気投票の結果が掲示されており、それを見た時に当園でも人気投票をやってみ

たいなと思うようになりました。その後、職場の企画会議で自分の出した動物人気投票案が採用され、夏

の企画展として開催することとなりました。

当園では過去、シマウマやジャガーの名前の公募などで来園者の方に投票していただいたことはありま

すが、大々的に園全体の動物の人気投票を行うのは初めてです。動物種（ライオン、チンパンジー、ニホ

ンカモシカ等）で行う人気投票も考えましたが、それよりは個体ごとの投票の方がより各個体への愛着の

差が出て面白いのではないかと思い、こちらで選んだ個体への投票となりました。投票してもらう動物た

ちの選定ですが、当初は名前（愛称）のついている個体全部で行うことも考えましたが、投票パネルの設

置スペースの限界もあり、最終的に24種45頭の動物から選んでもらうことに落ち着きました。選ばれた動

物たちのパネルには番号と種名と名前、生年月日と出生地、そしてそれぞれの担当者が書いた紹介文を載

せました。紹介文は各担当の個性に任せたので、全体の統一性が少し無かった点は反省点です。

。
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企画展が始まると、用紙を入れるために設置した郵便ポストには連日10～30枚ほどの投票がありました

投票用紙には好きな個体番号を書いてもらう箇所のほかにコメントを書く場所を設けていましたが、そこ

には皆さんのその個体に対する熱の入った文章や絵が書かれており、集計作業の傍らに読みながら楽しい

気持ちになれました。

投票前は春に生まれたジャガーの双子の『アイ』と『ユウキ』が圧勝するのではないかと考えていまし

た。連日、双子が展示場に出てくる昼過ぎには多くの来園者が待ち構えているような人気ぶりだったので

3位が誰になるかが焦点かなと思っていました。しかし投票期間が始まると想像よりは双子の投票が少なく

『アイ』と『ユウキ』どちらか片方だけの割合が多く、票が少し分散したようです。

それとは逆に予想外の票の伸びをしたのがホンドタヌキの『ぶちぽん』とモルモットの『あげパン』で

した。『ぶちぽん』は色素が部分的に抜けるぶち模様の見た目の珍しさもあったのか毎日上位の人気で、

投票初日から1位の座を最後まで維持することとなりました。また14頭いるモルモットの中から唯一選ばれ

ていた『あげパン』も外見の可愛さと名前のユニークさからかコンスタントに票をいただき、最終的に2位

となりました。3位に関しては、ジャガーの『アイ』が投票締め切り前日までその座を死守していましたが

最終日になぜか投票が多かったライオンの『絆（きずな）』が一気に抜き去り3位となりました。カイウサ

ギの『おはぎ』は毎日少しずつ票を集めており、こちらは日々積み重ねた結果の4位、そして『アイ』は5

位で終了となりました。

今回の動物人気投票を通して、来園者の方と一緒に作りあげる企画展も良いものだと思えました。今回

の企画は選ばれた45頭の中での1位を決める人気投票となりましたが、いつか第2回が行える時が来れば、

アニマルランドの全動物で行いたいと思っています。 （大地 博史）

第2位のあげぱん 第3位のきずな あげパンと絆（きずな）へのコメント

第4位のおはぎ 第5位のアイ

、
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ジャガー双子の赤ちゃん誕生
2024年４月６日、ジャガーの「ルモ」と「葉月ココ」の間に双子の赤ちゃんが誕生しました。第一子

はオス、第二子はメスの元気な赤ちゃんでした。母親の「葉月ココ」は今回で３回目の出産になります

が、子育ては慣れたものでベテランママぶりを見せてくれています。双子を育てるのは初めてですが、

出産当日から落ち着いて授乳をするなど全く問題なく、すくすく元気に育っています。４月11日（５日

齢）に初めて体重測定を行い、オスは1390g、メスは1130gでした。オスは活発で、虹彩が黄色く体の模

様が少し薄い感じ。メスはおとなしく、虹彩が少し青く体の模様は黒色が多い印象でした。

５月15日（39日齢）に初めて展示場に出る練習をしました。オスは外の世界に興味津々ですぐに展示

場へと出ていきました。メスは少し時間がかかりましたが、恐る恐る外の様子を見ながら展示場に出ま

した。やはり双子でも容姿だけでなく、性格にも違いがあるんだなと感じました。この日から不定期に

展示場へ出る練習をしましたが、２頭ともどんどん展示場に慣れて元気に遊ぶ姿が見られるようになり

ました。

５月30日、多くの来園者に迎えられ一般公開となりました。展示場では元気に遊び、昼寝をする様子

などが見られました。一般公開が始まってからは、展示場で遊ぶのが楽しく、夕方なかなか寝室に戻っ

てきてくれないこともあり、担当者が困ってしまう場面もありました。池で遊んだり、スロープを使っ

て台に上り下りしたり、２頭でじゃれあったり、母子３頭で追いかけっこをして遊んだり、日に日に成

長する姿が見られました。

今回生まれた２頭の名前は、５月30日から６月28日の期間に、来園者に３つの候補から１つ選んでも

らい、投票していただきました。６月30日のワンポイントガイドで命名式を行い、総投票数1431票のう

ち758票と最も多く票を集めた「ユウキ（オス）」と「アイ（メス）」に決定しました。

８月８日は「世界猫の日」ということで、今年ジャガー（ネコ科）の赤ちゃんが生まれた沖縄こども

の国・とべ動物園・当園の３園館で合同イベントを開催しました。ジャガーの生態や、今年生まれの３

園館に関わる家系図、各園作成の動画、LIVE映像、WWFの取り組みの紹介など、盛りだくさんの内容で

LIVE配信をし、ジャガーを知ってもらえるきっかけになったと思います。

まだまだやんちゃ盛りの「ユウキ」と「アイ」ですが、「ルモ」や「葉月ココ」を含めアニマルラン

ドのジャガーファミリーを見に、ぜひご来園ください。 （山本 將充）

左：ユウキ 右：アイ

（6月26日撮影）

左：ユウキ 真ん中：葉月ココ

右：アイ

（6月5日撮影）

アイ（6月26日撮影） ユウキ（7月7日撮影）

上：アイ 下：ユウキ

（7月20日撮影）

ユウキ

（8月17日撮影）

アイ（9月4日撮影）

こうさい

こうさい
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新人飼育員からのあいさつ
2024年4月からわんぱーくこうちアニマルランドの飼育技能員として配属になりました比江森崚と申し

ます。前職は、10年間高速バスの運転士として四国、関西、東京などに行っていました。プライベートで

は、休日に５歳と３歳になる二人の子どもと公園に遊びに行っています。また趣味の野球をして体を動か

しています。好きな動物は犬で、苦手な動物はヘビです。

高知市で生まれ育った私は、アニマルランドによく来ていました。思い出もたくさんある場所でしたが

まさか自分がアニマルランドの飼育員として働くとは夢にも思いませんでした。

現在アニマルランドではタテガミヤマアラシ、グラントシマウマ、フラミンゴなどを担当しています。

担当になった当初は大変なことばかりでした。動物たちに警戒され、１つの作業に時間がかかってしまっ

たり、上手くできなかったりしました。特に苦労したのが担当動物の健康管理でした。動物たちは体調が

悪くても自己申告できないので、普段から飼育員が動物の状態を観察して、異変にいち早く気付く必要が

あります。しかし同種でも個体差があり、他の個体と違う行動をとっていたとしても、その個体にとって

は通常の行動だったりするので判断に困ることが多々ありました。それでも先輩方に教えていただいたり

本を読んだりすることで動物に関する知識も少しずつ増えて、今では個体それぞれの癖や性格などを理解

することができてきました。飼育経験や動物に関する知識のない私にとっては日々の業務は大変なことが

多く、毎日学ぶことばかりです。しかし、動物のことを知っていくうちに仕事に楽しさがでてきて、今で

はもっと色々なことを知りたいと思うようになりました。

これからの目標は動物を通して高知市民の方に命や地球環境の大切さを伝えていける飼育員になりたい

と思っています。まだまだ慣れないことや知らないことが多く失敗もありますが、少しずつ成長していき

たいと思います。 (比江森 崚）

しゅみ
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10月から3月のイベントとお知らせ

2024年10月1日発行
発行・和の森わんぱーくこうちアニマルランド

〒781-8010 高知市桟橋通6-9-1

TEL088-832-0189 FAX088-834-0929

Eメール kc-171204@city.kochi.lg.jp

編集 山本將充
http://www.city.kochi.kochi.jp/deeps/17/1712/animal/

アニマルランドニュース ４,１０月の年２回発行
ホームページでも配信中

わんぱーくこうちアニマルランド 検索

開催中～12月17日（火）
動物紹介「ヨウムのはなし」

10月20日（日）
いきもの講座
「動物キャラを描こう！紙で動物を作ろう☆」

12月19日（木）～1月28日（火）
えと展開催

1月30日（木）～
動物紹介

※年末年始の休園
12月28日～１月１日

№38

表紙 「ジャガーのアイとユウキ」

3月26日（水）
臨時開園

3月29日（土）～4月6日（日）
わんぱーくこうちまつり
（チューリップ展示期間）

日・祝 14：30～
ワンポイントガイド
動物の解説を飼育スタッフがおこないます

まだまだ暑さの残る9月中旬。

スマトラトラ展示場前でキャッチ☆

左から

佐藤 綾さん

小絵さん

神奈川県からのご来園です。

スマトラトラが好きで、スマトラトラのいる

全国の動物園を回られているそうです。

高知の暑さに驚いたようですが、園内の

動物を楽しそうに写真を撮りながら見ら

れていました。

こじんまりしているが、緑が多く、顔出し

の看板もよいとコメントをいただきました。

さえ

りん

ふれあい広場開放時間
・10:30~12:00

・13:00~14:30
※ ７月～９月は、動物が暑さで弱ってしまうため
お休みしています

動物たちのエサの時間
キツネザル 10:30～
リクガメ 10:30～
チンパンジー 13:30～
フラミンゴ 14:00～
オオサンショウウオ 毎週土曜日 15:15～
アフリカコガタワニ 毎週日曜日 15:15～

かのう


